

















この② と③の方針にもとづいた具体的 ･特徴的な教育内容 としては､一方で ｢FYS(基礎演習












































































































撹莱料冒 基 本 科 目 専 攻 科 目 A口計基礎科目 外国語 目 健康科学科目 必修科目 選択必修科目 選択科目



































































ケーションコース (必修)をはじめ多 くの学生が履修する最も特色ある科目の 1つとなった｡
2003年度のカリキュラム改革からセメスター制が導入され､この海外実習プログラムは､｢スタ
ディ ･アブロー ドⅠ･Ⅰ･Ⅲ｣(SA)の科目としてさらに充実 ･強化された｡本学の長期海外派遣プ
ログラムで留学する学生も毎年3名ほどいる｡この長期 ･短期のSAプログラムで修得 した単位は､
規程に従って経営学部の ｢スタディー･アブロー ドⅢ｣をはじめ該当科目の単位 として認定されて
いる｡
他方､外国大学からの受け入れについては､全学および経営学部内の交流協定にもとづいて､ア






90 91 92 93 94 95 96 97 98 99
H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 Hg H10 汁ll
ノース.ダコ夕州立カレッジ 米国 24 14 10 8 ll 16 17 13 -
ビクトリア大学 カナダ 8 17 15 31 35 29
ノッチンガム大学 英国 / 19 16 23 15 24 17
復旦大学 中国 4 7 19 16 14 24 21 23 16 12
上海交通大学 中国
カンザス大学 米国 23 24 24 10 ll 14 9 17 - 12
サンダーバード.マネジメントセンター米国 15 ＼ ＼ ＼ ＼
ウィーン大学 オーストリー 6 10








00 01 02 03 04 05 06 07 08
H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20
ノース.ダコ夕州立カレッジ 米国 - ll 8 132
ビクトリア大学 カナダ 31 36 40 27 30 15 5 19 6 344
ノッチンガム大学 英国 25 22 16 177
復旦大学 中国 4 6 9 7 8 6 7 - 157
上海交通大学 中国 4 4
カンザス大学 米国 12 20 15 21 23 21 18 20 ll 224
サンダーバードマネジメントセンター米国 ＼ ＼ ･＼ 【 15
ウィーン大学 オーストリー 56
メルボルン大学 豪州 ＼ ＼ 47
チチェスター大学 英国 24 36 31 10 - 101
ハダ-ズフィールド大学 英国 22 20 42
グロスターシヤー大学 英国 12 33 31 ll 77
クイーンズランド工科大学 豪州 13 14 10 37
メネンデス.ぺラーヨ国際大学スペイン 3 6 08 - 7 24




























































スピーチ ･フェスティバルの開催など多岐にわたる事業に取 り組んでいる｡これらはいずれも多 く
の成果を達成し､参加 した学生の能力アップあるいはキャリア開発に大きく寄与しているものと評





















はかるとともに､とくに国際教育 (推進)委員会の委員を中心に積極的 ･献身的に取 り組んできた
ことを確認する必要がある｡この成果の累積が､学部創設20周年を来年度に控えたいま､経営学部














































































































次前期 ｢FYS (基礎演習 Ⅰ)｣ の中で､最後の課題レポート (添削済み)を返却 ･指導している｡
(入試種別の志願者 ･入学者の推移)
入試種別 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度
AO入試 志願者 - - - 50 96
入学者 - 40 52
附属校推薦入試 志願者 1 0 0 0 0
入学者 1
指定校推薦入試 志願者 117 105 127 122 100
入学者 116 105 127 121 loo
公募制推薦入試 志願者 206 149 160 126 149
入学者 84 90 115 84 94
社会人入試 志願者 0 4 1 2 0
入学者 4 1 2
留学生入試 志願者 37 42 7 7 15
入学者 15 12 4 2 6
帰国生徒等人言式 志願者 15 6 4 2 0
入学者 1 3 l 0
一般入試 志願者 2,948 2,466 2,264 2,690 2,433
入学者 333 269 282 280 298



















入試種別 取得単位数 ･平均点 -3年生-
入 試コー ド 入試種別 平均取得単位数 平均点 人数 2006年入学者数
K 給費 .一般 80 80.1 30 33
Ll 第一部 (前期) 77.1 78.3 134 148
L2 第一部 (後期) 76.1 77.8 20 17
Nl 大学入試センター試験利用 (前期) 77.6 78.3 65 77
M2 大学入試センター試験利用 (後期) 77.6 76.5 5 7
Sl 指定校推薦 80.3 79.5 116 127
Tl スポーツ .音楽推薦 78.6 78.5 32 38
Ⅹ 一般公募特別推薦 79 79.3 36 41
Xl 一般公募制推薦 (課題レポート) 72.6 74.5 28 36
人言式種別 取得単位数 ･平均点 -2年生-
入 試コー ド 入試種別 平均取得単位数 平均点 人数 2006年入学者数
AO AO入試 38.3 78.I 38 40
K 給費 .一般 37.8 79 29 27
Ll 第一部 (前期) 35.1 77.4 208 197
L2 第一部 (後期) 35 77.3 17 15
Nl 大学入試センタ一言式験利用 (前期) 36.4 76.8 44 39
M2 大学入試センター試験利用 (後期) 27.5 74.4 2 2
Sl 指定校推薦 40.3 80.4 130 121
Tl スポーツ .音楽推薦 38.1 78.3 41 37
X 出願部門別公募制推薦 36.6 79.I 53 47














































































































































































































































SHCの施設 ･設備に関しては､経営学部 ･理学部 ･両大学院を合わせて3,500人以上の学生 ･
院生が利用するには､全体 として不十分といわざるを得ない｡講義用の教室や演習室は､開講コマ
数の多きに比べて不足しており､時間割編成上の厳しい調整が続いている｡
一方､教室や演習室に設置されているモニターテレビ､ビデオデッキ､OHPなどの教育用AV機器
21
は､概して授業やゼミナールでの利用需要にかなりの程度対応できるようになっており､学生の満
足度も高 くなっている｡しかしながら､経営学部の情報教育や教員の教育目的での利用増大に伴っ
て､コンピュータ教室および演習室並びにパソコン台数については､現状では十分とはいえない｡
SHCにおけるPC環境の今後の改善が求められている｡
次に､平塚図書室については､閲覧 ･学習スペース並びに書庫スペースが狭陰であり､学期終了
から学期末試験期間に学生の利用がピークを迎えるが､スペース面で十分に対応できているとはい
えない｡SHCの図書室利用サービスの拡大が依然として求められている｡
他方､体育館 (3号館)およびその関連施設については､横浜キャンパスに比べて一段 と整備さ
れていると評価できる｡経営学部では健康科学やスポーツ競技関連の授業や演習での利用のみなら
ず､スポーツ&マネジメントコースの学生を中心として課外での体育会活動やサークル活動にも有
効に利用されている｡
しかしながら､競技スポーツの演習や雨天時の健康科学関連の授業､さらには体育系課外活動の
ミーティングなどの利用に供される施設の整備が関係教員や利用学生から望まれており､今後の課
題 となっている｡
一方､大学院経営学研究科の演習や特講は､主として 1号館の2演習室を利用している｡また､
院生の共同研究室は定員の29名 (含む後期課程)に対応できる施設 ･設備を設置している｡これは
他学部に比べて良好な環境にあると評価される｡
なお､経営学部の専任教員の個人研究室については､定員の54名に対して現在は511室が用意さ
れている｡そのために､経営学部の人事計画において教員充足率が100%に達する予定の2010年4
月には､3研究室不足することとなる｡現在の教員研究室は､教員の個人研究のためのみに利用さ
れるだけでなく､少人数のゼミ指導やオフィス ･アワーの設定などによる学生面談､さらには大学
院生の研究に貸し出す図書 ･文献の保存など多目的に利用されている｡従って､研究室の不足分に
ついては､今後年次計画で整備する必要がある｡
【改善方策】
SHCにおける教育研究上の施設 ･設備の現状と問題点を点検 し､今後の改善の方策を探れば次
の4点が明らかとなった｡
第-に､大学創立80周年記念事業 として建設される新棟 (17号館)が､2009年度の後期より使用
可能となる見通しであり､それによってPC教室 ･演習室の整備が大幅に実現するので､その有効
な教育的活用を図ることとする｡
第二に､ 1号館の改修による学生ラウンジの整備によって学生の休憩 ･交流などの空間が確保さ
れ､学生のキャンパス ･ライフ支援サービスが拡充するため､在学生にとっての活用のみならず､
受験生にとってのSHCの魅力の 1つになることが期待できる｡
第三に､図書室については書庫や閲覧スペースが改善されるため､図書室の機能が一段と高まり､
それに伴って学生の図書室利用が活発になるように指導することとする｡
第四に､体育館関連施設については､①雨天時の健康科学授業のための教室､②競技スポーツ関
連の演習室､および③体育系課外活動のミーティング ･ルームなどに利用するため､体育館内もし
くは館外隣接に少人数教室の増設を大学当局に要請する｡
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